
    (1)　平成２１年（２００９）1月１０日　発行 　 　　第1号

　　　　　事　業　計　画
　　　　　　　　　　平成1９年度

　１．会組織の充実と拡大及び会員間の交流企画
　　　　総会、懇親会を年1回開催
　　　　新会員の募集活動
　　　　ゴルフ同好会の交流会企画
　　　　「歩く会」の活動充実
　　　　役員の役割分担制の導入

　２．美郷町との交流の企画・推進
　　　　美郷町児童の大阪ツアーの計画
　　　　美郷町主催の各種イベントに対する協力参加

　　　　（サミットへの参加）
　　　　（ふるさと祭への参加）
　　　　美郷町ふるさと作りへの協力
　　　　（長寿大学修学旅行受入）
　　　　（長寿大学への講師派遣　他）
　　　　美郷町特産品の販売促進協力

　３．近畿島根県市町村会との組織交流
　　　（島根県の企画に参加）
　　　在近畿地区邑智郡町村会との組織交流

　４．「友の会だより」の発行と内容充実

　５．会員名簿の更新・整備

　６．その他

　　　第２０回　近畿邑智友の会総会
　　　　　　総　会　会　次　第

　１．開会の辞

　２．会長挨拶

　３．来賓紹介

　　　美郷町町長 美郷町議会議長

　　　美郷町議会議員６名 商工会副会長

　　　JA島根おおち邑智支所担当理事 元邑智町長

　　　美郷町観光協会会長代行

　　　 関西江津会2名

　  関西川本会

　  関西はすみ会2名 　

　４．来賓代表祝辞 １．美郷町役場　　　　　　　　 ５０，０００

　　　沖野町長様 関西川本会様 ２．祝儀　　　　　　　　　　　　２０２，０００

　　　 　 関西はすみ会 関西石見会

　５．祝電披露 　 近畿大和会 関西川本会

　 　 　　近畿江津会 大石茂幸

　６．議事 　　保田栄昭 黒田哲夫

①平成1８年度　事業報告 　　田部月丸 安田武雄

②平成1８年度　決算報告 　 堀田善美 岡田勝美
③平成1８年度　監査報告 　　保田昌宏 新田定雄

④関西美郷会への組織変更 　　小笠原達雄　　 吉川桂子

⑤平成1９年度　事業計画案 　　菅原千恵人

⑥平成1９年度　予算案

　　

　７．その他 　　 （敬称略）

　８．閉会の辞

　
　
六
時
頃
か
ら
懇
親
会

、
お
世
話
を
し
て
頂
い
た
美
郷
町
の

　
到
着
し

、
さ

っ
そ
く
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た

。

　
米
子
道
に
入
り

、
美
郷
町
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
三
時
過
ぎ
に

　
　
色
々
な
方
向
か
ら
大
山
の
紅
葉
を
見
な
が
ら

、
再
度

、

　
景
色
で

、
満
足
し
た

。

邑
智
友
の
会
と
大
和
会
合
併
第
一
回
目

　
関
西
美
郷
会
総
会

第１回総会時助成金及び祝儀

　
小
生
は
今
回
初
め
て
参
加
の
市
原
君
と

、
上
川
戸

、
明
塚

、

　
そ
れ
ぞ
れ
に
故
郷
を
満
喫
し
て
お
ら
れ
た
と
思
う

。

　
　
翌
日
は

、
墓
参
を
す
る
人

、
産
業
祭
に
参
加
す
る
人

、
と

　
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た

。

　
食
事
が
終

っ
て
か
ら

、
前
夜
祭
に
出
か
け
神
楽
を
堪
能
し

　
方
々
と

、
美
味
し
い
ぼ
た
ん
鍋
を
囲
み
旧
交
を
温
め
た

。

　
美
郷
町
に
な

っ
て
三
回
目
の
第
二
十

れ
ま
し
た

。

　
　
藤
田
君
と
別
れ
て

、
上
川
戸
の
創
作
料
理
店

「
ゆ
る
り

」

　
咲
い
た

。

　
と
再
開
し

、
時
の
過
ぎ
る
の
忘
れ
て
幼
い
頃
の
話
に
花
が

　
乙
原
へ
と
ま
わ
り

、
小
学
校
時
代
の
友
人

「
藤
田
興
一
君

」

四
日

（
日

）
例
年
と
同
じ
く
大
阪
市
西

が
八
十
七
名

、
美
郷
町
か
ら
は
沖
野

　
打

っ
た

。

邑
智
友
の
会
総
会
が
平
成
十
九
年
三
月

　
尚
当
日
の
参
加
者
は
近
畿
在
住
の
方

　
で
昼
食

、
有
志
十
名
と

、

「
鮎
の
へ
か
鍋

」
に
舌
鼓
を

美
郷
町
　
ふ
る
さ
と
祭

集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

町
村
の
近
畿
会
の
方
が
十
一
名
参
加

　
出
会
い

、
美
味
し
い

「
や
ま
く
じ
ら

」
の
串
焼
き
を
あ
て
に

「
徐
園

」
に
多
数
の
ふ
る
さ
と
出
身
者

町
長
を
は
じ
め
十
七
名
の
方
が

、
近
隣

　
　
小
雨
の
中

、
産
業
祭
の
会
場
に
戻
り

、
多
く
の
方
達
と

美
郷
町
の
皆
様

、
ま
た
近
隣
町
村
の
近

　
帰
る
時
間
と
な
り

、
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
美
郷
町
を
後
に

　
当
日
は

、
沖
野
町
長
は
じ
め
多
く
の

さ
れ
ま
し
た

。

　
ビ
ー
ル
を
飲
み
歓
談
し
た

。
時
の
経
つ
の
が
早
く
す
ぐ
に

　
　
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

　
総
会
は
別
掲
の
通
り
会
長
挨
拶
に
始

　
　
　
　
　
　
新
田
定
正
　

（
吾
郷
出
身

）

　
を
採
ら
せ
て
も
ら
い
美
郷
町
の
お
土
産
と
な

っ
た

。

会
の
皆
様
に
も
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た

　
す
る

。
途
中

、
沢
谷
の
中
田
さ
ん
の
親
戚
で

「
あ
け
び

」

七
時
間
余
り
の
楽
し
い
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
始
ま
り
で
あ
る

。

　
ウ
ト
ウ
ト
し
て
る
人
や

、
後
部
の
サ
ロ
ン
席
で
は

、
疲
れ
も

へ
と
進
行
し
ま
し
た

。
議
事
で
は
来
年

　
十
一
月
十
日
午
前
七
時
三
十
分
梅
田
を
出
発

、
こ
れ
か
ら

　
一
路
大
阪
へ

、
夢
の
中
で
故
郷
を
思
い
出
し
て
い
る
の
か

、

り
各
議
事
の
確
認
を
し
第
二
部
の
懇
親

　
　
小
雨
の
降
る
中

、
三
次
イ
ン
タ
ー
か
ら
中
国
道
に
入
り

、

日
本
酒
等

、
酒
類
の
差
入
れ
も
有
り

、
朝
か
ら
サ
ロ
ン
の

　
無
く

、
九
時
頃
無
事
に
帰
阪
す
る
事
が
出
来
た

、
楽
し
い

　
懇
親
会
で
は
特
産
品
の
紹
介

、
神
楽

サ
ン
ド
イ

ッ
チ

、
漬
け
物

、
お
菓
子
等

、
男
性
か
ら
は

、
焼
酎
　
　
何
度
か
の
ト
イ
レ
休
憩
を
し

、
交
通
渋
滞
や

、
事
故
も

す
る
事
が

、
可
決
さ
れ
ま
し
た

。

　
早
朝
の
出
発
に
も
拘
ら
ず

、
女
性
の
方
達
か
ら
お
握
り
や

、
　
な
く
談
笑
す
る
人
達
で
賑
や
か
で
あ
る

。

蒜
山
高
原
か
ら
鏡
ケ
成
休
暇
村
へ

、
途
中
展
望
台

「
鬼
女
台

」　
バ
ス
ツ
ア
ー
の
企
画
担
当
を
し
て
く
れ
た

、
黒
田
君
に
感
謝

唱
歌

「
ふ
る
さ
と

」
を
合
唱
し
最
後
に

美
し
い
山
並
み
を
眺
め
な
が
ら

、
蒜
山
イ
ン
タ
ー
で
降
り

、

　
　
安
全
運
転
を
し
て
く
れ
た
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

、
故
郷

地
区
別
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

、
続
い
て

様
相
で
あ
る

。
車
中
歓
談
し
中
国
道
よ
り
米
子
道
へ

、
紅
葉
の
　
ふ
る
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ

っ
た

。

全
員
感
激
し
目
を
見
張

っ
た

。
小
生
二
十
五
年
余
り
大
山
の

特
産
品
の
販
売
も
あ
り
大
い
に
賑
わ
い

ブ
ナ
林
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
鍵
掛
峠
へ

、
美
し
い
紅
葉
に

　
会
場
に
は
例
年
と
同
じ
く
美
郷
町
の

よ
り

、
勇
壮
な
大
山
を
望
み
小
休
止
を
し

、
次
に

、
紅
葉
の

　
し
ま
す

。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

関西石見会

素
晴
ら
し
い
演
技
と
懐
か
し
さ
に
酔
い

神
楽

「
安
達

ヶ
原

」
と

「
八
岐
大
蛇

」

　
懇
親
会
で
は
千
原
神
楽
団
に
よ
る
石

紅
葉
を
見
て
来
た
が

、
今
年
は
三
指
に
入
る
位
の
美
し
い
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ま
し
た

。

万
歳
を
三
唱
し
て
終
り
ま
し
た

。

ふ
る
さ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
ラ

ッ
キ
ー
抽
選

よ
り
会
の
名
称
を

「
関
西
美
郷
会

」
と

米子道上野サービスエリアから大山を望む



　
　
こ
ち
ら
事
務
局

・
平
成
十
九
年
八
月
十
二
日

（
日

）
第
七
回
近
畿
邑
智
友
の

と

っ
て
も
大
き
な
水
そ
う
で
お
よ
い
で
い
た

、
ジ
ン
ベ
イ

　
　
　
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
夏
休
み
大
阪
体
験

交
流
ツ
ア
ー

　
　
ふ
る
さ
と

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　

「
歩
く
会
」
だ
よ
り

　
近
畿
邑
智
友
の
会
の
皆
さ
ん
へ

・
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日

（
日

）
第
十
七
回
邑
智
郡
会

　
初
め
て

、
別
の
学
校
の
人
と
一
緒
に
一
泊
二
日
で
遊
び
に

　
富
士
三
次
ｃ
ｃ
十
五
名
参
加
　
優
勝
　
菅
原
千
恵
人
氏

泳
い
で
い
て

、
び

っ
く
り
し
ま
し
た

。

　
会
・
故
郷
美
郷
町
　
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ザ
メ
の
海
く
ん
で
し
た

。
他
の
魚
や
マ
ン
タ
と
仲
良
く

　
か
ら
八
名

）
　
優
勝
　
木
村
健
茂
氏

か

っ
た
で
す

。
来
年
は

、
も

っ
と
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
友
達

　
　
美
郷
町
役
場

　
　
　
近
畿
邑
智
友
の
会
会
長
　
　
　
　
保
田
栄
昭

　
三
田
レ
ー
ク
サ
イ
ド
C
Ｃ
　
二
十
三
名
参
加

（
友
の
会

行

っ
て

、
い
ろ
い
ろ
な
友
達
が
で
き
ま
し
た

。
す
ご
く
楽
し

　
ま
し
た
が

、
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
こ
れ
が
大
き
な
節
目

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
定
住
推
進
室
長
　
　
田
中
昭
典

　
　
近
畿
邑
智
友
の
会
は

、
昨
年
第
二
十
回
総
会
を
終
え

・
平
成
十
九
年
十
一
月
七
日

（
水

）
第
三
十
回
近
畿
島
根

を
作
り
た
い
で
す

。

　
　
　
　
　
企
画
課
長
　
　
　
　
勝
部
　
学

　
ま
し
た

。

・
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日

（
日

）
第
十
八
回
近
畿

　
僕
は
こ
の
ツ
ア
ー
に
と
て
も
行
き
た
か

っ
た
で
す

。

　
田
舎
暮
ら
し
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ

ー
　
藤
原
修
治

　
と
な
り

、
結
成
後
二
十
年
を
経
て
幕
を
閉
じ
る
事
と
な
り

　
箕
面
Ｇ
Ｃ
百
十
六
名
参
加

（
友
の
会
か
ら
七
名

）

　
　
　
　
　
邑
智
小
六
年
　
　
大
　
草
　
証
　
羽

　
　
　
　
　
定
住
推
進
室
係
長
　
岡
先
恵
美
子

　
と
の
合
併
で

、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
に

「
美
郷
町

」
と

　
新
大
阪
Ｇ
Ｃ
十
三
名
参
加
　
優
勝
　
木
村
健
茂
氏

ろ
う

」
と
思

っ
て

、
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

美
郷
町
で
は
重
要
課
題
で
あ
る
定
住
対
策
や

　
　
既
に
ご
承
知
の
通
り

、
私
達
の
故
郷
邑
智
は
旧
大
和

　
邑
智
友
の
会
コ
ン
ペ

小
学
校
最
後
の
年
な
の
で

「
た
く
さ
ん
い
い
思
い
出
を
作

　
近
畿
邑
智
友
の
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か

。

　
　
当
時

、
邑
智
友
の
会
役
員
会
で
は

、

「
町
は
合
併

・
平
成
二
十
年
三
月
三
十
日

（
日

）
友
の
会
さ
よ
な
ら
コ
ン
ペ

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
ジ
ン
く
ん

（
本
当
は
海
く
ん

）
が
と
て
も

組
み

、
住
民
と
も
協
働
で
住
み
よ
い
美
郷
町

　
し
て
発
足
し
て
居
り
ま
す

。

　
次
回
日
程

し
た

。
そ
の
中
で
も

、
一
番
よ
か

っ
た
の
が
海
遊
館
で
す

。

交
流
人
口
の
拡
大

、
少
子
化
対
策
な
ど
に
取
り

　
ま
し
た
が

、
近
畿
大
和
会
が
一
足
先
に
解
散
さ
れ
た
事

、

・
平
成
二
十
年
四
月
十
六
日

（
水

）
第
三
十
一
回
近
畿
島
根

こ
ん
な
に
大
き
い
ん
だ

、
知
ら
な
か

っ
た
な

」
と
友
達
と

　
六
月
十
六
日
に
は
昨
年
七
月
の
豪
雨
災
害
で

　
し
た
が
当
分
の
間
こ
の
ま
ま
で
行
こ
う

」
と
決
め
て
お
り

・
平
成
二
十
年
四
月
十
三
日

（
日

）
第
十
八
回
邑
智
郡
会

大
き
く
て

、
初
め
て
見
る
の
で

「
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

っ
て

作
り
を
進
め
て
お
り
ま
す

。

　
き
て

、
昨
年
夏
頃
か
ら
旧
大
和
の
皆
さ
ん
と
新
し
い

・
平
成
二
十
年
八
月
お
盆
第
八
回
友
の
会
美
郷
町
親
睦

　
タ
イ
ガ
ー
ス
対
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
を
見
る
と
き

「
あ
ぁ
思
い

再
開
さ
れ

、
地
域
住
民
と
喜
ぶ
と
共
に

、
利
用

　
又

、
町
当
局
か
ら
統
合
し
て
欲
し
い
と
の
声
も
聞
え
て

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

話
し
て
い
ま
し
た

。

不
通
に
な

っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
全
線
が

　
ま
し
た

。

　
よ
ぉ
け
い
　
き
ち
ゃ
ん
さ
い
な
ー
　
ま

っ
と
る
け
ぇ
な
ー

思

っ
て
い
ま
し
た

。
そ
の
時
は

、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ジ

ャ
イ

　
七
月
に
は
大
田
市
の
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産

　
出
身
者
会
結
成
へ
向
け
て
の
協
議
を
重
ね
て
参
り

　
ゴ
ル
フ
の
予
定

出
す
な
ぁ

、
お
母
さ
ん
と
見
に
行

っ
た
時
の
こ
と
を

」
と

促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

　
美
郷
会

（
仮
称

）
発
足
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で

、

　
そ
の
時
タ
イ
ガ
ー
ス
は
負
け
た
け
ど

、
今
年
見
に
行

っ
た

し
た

、
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

　
　
そ
し
て
よ
う
や
く
昨
年
末

、
基
本
合
意
に
達
し
関
西

ア
ン
ツ
の
試
合
で
し
た

。

に
登
録
さ
れ

、
美
郷
町
で
は
銀
山
街
道
を
利
用

　
で
す

。
会
員
の
皆
様
に
は

、
永
い
間
に
渡

っ
て

「
近
畿

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

。

歩
い
て
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　
別
紙
の
通
り
設
立
総
会
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
く
次
第

時
は
勝

っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す

。
と
て
も

お
り
ま
す

。
機
会
が
有
り
ま
し
た
ら
是
非
一
度

　
　
今
後
は
旧
大
和
の
皆
様
と
も
力
を
合
せ

、
新
し
い

　
昨
夏
邑
智

、
大
和
小
学
校
の
元
気
な
子
供
達
二
十
六
名
が

来
年
度
は
別
府
に
五
戸

（
や
な
し
お
ニ

ュ
ー

　
ま
し
た
事
に

、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

本
郷
に
五
戸

（
山
手
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン

）
、

　
邑
智
友
の
会

」
の
運
営
に
心
温
ま
る
ご
協
力
を
頂
き

　
ま
た

、
今
年
度
は

、
若
者
定
住
住
宅
を
都
賀

　
続
き
ご
協
力
頂
き
ま
す
ま
す
様
お
願
い
し

、
ご
挨
拶
と

二
日
間

「
夏
休
み
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー

」
に
参
加
し
て

図
り
ま
す

。

　

「
出
身
者
会

」
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で

、
引
き

去
る
七
月
二
十
七
日

（
金

）
か
ら
二
十
八
日

（
土

）
の

タ
ウ
ン

）
を
建
設
し

、
定
住
人
口
の
拡
大
を

　
体
験
し
た
事
を
感
想
文
に
し
て
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
の
で

　
ぞ
れ
ハ
イ
キ
ン
グ
を
有
志
で
楽
し
み
ま
し
た

。

お
帰
り
頂
き

、
豊
か
な
自
然
の
中
で

、
お
過
ご
し

　
致
し
ま
す

。

く
れ
ま
し
た

。

　
本
年

「
歩
く
会

」
同
好
会
で
は
五
月
と
十
一
月
に
そ
れ

　
近
畿
邑
智
友
の
会
の
皆
様
に
は
故
郷
に

思

っ
た
の
で
す
が

、
紙
面
の
都
合
で
三
名
の
感
想
文
を
掲
載

☆
第
一
回
　
平
成
十
九
年
五
月
二
十
七
日

（
日

）

お
力
添
え
を
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す

。

こ
こ
に
掲
載
し
ま
す

。
尚
全
員
の
感
想
文
を
載
せ
た
い
と

頂
き
な
が
ら

、
住
み
良
い
美
郷
町
づ
く
り
に

　
す
る

。
途
中
若
草
山
に
て
各
自
持
参
の
お
弁
当
と
お
酒

お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ

。

し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い

。

　
奈
良
大
仏
殿

、
奈
良
公
園

、
二
月
堂

、
若
草
山
等
を
散
策

　
皆
様
に
は
お
体
を
大
切
に

、
お
元
気
で

　
楽
し
い
歓
談
の
後
解
散
　
参
加
人
員
七
名

　
　
　
　
　
同
好
会
幹
事
　
　
　
　
　
　
菅
原
千
恵
人

　
　
　
　
　
　
感
　
想
　
文

　
な
ど
を
楽
し
む

。
帰
り
は
天
王
寺
に
て
会
食
を
し
て

　
発
足
と
共
に
関
西
美
郷
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
と
し
て
再
出
発

　
ぼ
く
は
大
阪
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

、
と
て
も
楽
し

☆
第
二
回
　
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日

（
祝

）

　
　
近
畿
邑
智
友
の
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
も
関
西
美
郷
会
の

　
　
　
　
　
　
邑
智
小
四
年
　
　
麻
　
尾
　
大
　
希

　

　

（
日

）
邑
智
友
の
会
さ
よ
な
ら
コ
ン
ペ
を
開
催
致
し

が
見
れ
て

、
阪
神
の
お
う
え
ん
を
歌

っ
た
り
し
て
お
も
し
ろ

　
柿
狩
り
を
す
る

。

（
大
き
な
柿
一
人
二
五
個
程

）
そ
の
後

　
昨
年
は
政
治
的

、
経
済
的
に
大
変
な
一
年

　
致
し
ま
す

。
付
き
ま
し
て
は

、
平
成
２
０
年
３
月
３
０
日

か

っ
た
で
す

。
み
ん
な
と
い

っ
し

ょ
に
阪
神
対
横
浜
の
し
合

　
和
歌
山
九
度
山
町

「
柿
農
園

」

（
岡
田
会
員
の
所
有

）
で

　
の
で
奮

っ
て
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

に
も
大
き
か

っ
た
の
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た

。
大
観
覧
車
と

　
楽
し
む

。
帰
り

、
心
斎
橋
の
料
理
店
で
夕
食
を
と
り

忘
れ
た

、
自
分
だ
け
が
利
益
を
上
げ
れ
ば
良
い

　
ま
す

。
改
め
て
案
内
を
送
り
ま
す

（
同
好
会
会
員
の
み

）

か

っ
た
で
す

。
海
遊
館
で
は
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
見
て
あ
ま
り

　
少
し
散
策
し

、
休
憩
所
で
各
自
持
参
の
お
弁
当
と
お
酒
を

で
し
た
が

、
特
に
歴
史
の
有
る
老
舗
の
大
衆
を

　
会
員
に
限
ら
ず

、
近
隣

、
縁
故
者
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

、

見
れ
て
よ
か

っ
た
で
す

。

　
　
毎
年
二
回
以
上
の
歩
く
会
を
行
い
ま
す
の
で
興
味
の

ら
れ
ま
し
た

。
又
年
金
問
題
や
薬
害
訴
訟
等
も

　
　
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
る
方

、
美
郷
町
出
身
者

、
友
の
会

サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
に
乗

っ
た
時
も
い
ろ
ん
な
け
し
き
が

　
楽
し
い
歓
談
の
後
解
散
　
参
加
人
員
九
名

と
言
う
身
勝
手
な
行
為
が
本
当
に
多
く
見
受
け

　
問
い
合
わ
せ
0
9
0
*
9
5
4
6
*
0
4
2
3

（
菅
原

）

に
な

っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

。
日
本
人
が
元
々

　
同
好
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

。

　
役
場
の
方
と
大
阪
の
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
に
も
お
せ
わ

　
有
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い

。
楽
し
い
で
な
！

や
は
り
自
分
本
位
な
他
を
省
み
な
い
そ
う
言
う

　
平
成
十
九
年
度
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
大
和
小
五
年
　
　
渡
　
部
　
海
　
帆

は
何
処
に
い

っ
た
の
で
し

ょ
う
か

。

持

っ
て
い
る
他
人
へ
の
優
し
さ
や

、
思
い
や
り

・
平
成
十
九
年
四
月
八
日

（
日

）
第
十
六
回
邑
智
郡
会

こ
と
は

、
甲
子
園
球
場
で
見
た

、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
対
横
浜

合
併
し

、
新
に

「
関
西
美
郷
会

」
と
し
て
出
発

　
私
が

、
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー
で
一
番
楽
し
か

っ
た

　
我
々
邑
智
町
出
身
者
も
今
年
か
ら
旧
大
和
と

　
優
勝
　
菅
原
千
恵
人
氏

初
め
て
だ

っ
た
け
れ
ど

、
す
ご
く
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す

。

会
の
発
展
の
為
に
頑
張

っ
て
行
き
た
い
と
思
い

　
富
士
O
G
M
G
C
二
十
一
名
参
加

（
友
の
会
か
ら
六
名

）

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
観
戦
で
す

。
野
球
の
試
合
を
見
る
の
は

す
る
に
当
た
り

、
お
互
い
を
尊
重
し

、
仲
良
く

し
て
い
ま
す

。

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

う
れ
し
か

っ
た
で
す

。
今
は
阪
神
の
大
フ

ァ
ン
で
す

。

左
記
の
通
り
で
す

。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

・
平
成
十
九
年
四
月
十
八
日

（
水

）
第
二
十
九
回
近
畿
島
根

　
ナ
マ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
２
本
も
見
ら
れ
た
の
で

、
す
ご
く

ま
す

。
尚
今
年
の
総
会
会
場
は
今
迄
と
変
り

　
場
　
所
　
新
御
堂
鶴
野
町

「
梅
田
玉
姫
殿

」

　
友
の
会
コ
ン
ペ

ず

っ
と
前
の
こ
と
な
の
で

、
あ
ま
り
お
ぼ
え
て
は
い
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
よ
り

・
平
成
十
九
年
五
月
二
十
日

（
日

）
第
十
七
回
近
畿
邑
智

２
日
目

、
私
は
海
遊
館
へ
行
く
の
は
２
回
目
で
し
た

。
で
も

　
日
　
時
　
平
成
二
十
年
三
月
十
六
日

（
日

）

5月27日奈良公園にて

11月23日九度山町柿農園にて

　
伏
尾
G
C
 

十
五
名
参
加
　
優
勝
　
井
原
修
三
氏

で
し
た

。
海
遊
館
で
一
番

「
す
ご
い
！

」
と
思

っ
た
の
は

　
箕
面
Ｇ
Ｃ
百
二
十
四
名
参
加

（
友
の
会
か
ら
四
名

）

　
夜
は
み
ん
な
で
コ
ワ
イ
話
を
し
た
り
し
ま
し
た

。


